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平成２９年度第３回 高砂市文化振興審議会 

 

日 時 平成３０年２月１５日（木）１０：００～ 

場 所 高砂市役所南庁舎２階 会議室２      

 

 

 出席委員   会  長  田端 和彦   委  員  唐津 哲男 

        委 員  岩見 一美   委  員  髙橋 賢吉 

        委  員  原  英俊   委  員  前田 栄一 

        委  員  天野富美男   委  員  堀田 真弘 

        委  員  渡邊 紀子   委  員  松本 克英 

 

 出席事務局職員 

    健 康 文 化 部 長  中安 正人 

    くらしと文化室長  田川 真紀 

    文化スポーツ課長  森岡 修平 

    文化スポーツ課主幹  前川 吉也 

    文化スポーツ課係長  山野 晃路 

    文 化 ス ポ ー ツ 課  大塚 敦子 

 

 協議事項 

   １ 開     会 

   ２ あ い さ つ 

   ３ 議     題 

     （１）パブリックコメント結果について 

     （２）高砂市文化振興基本方針（改訂版）（答申案）について 

   ４ そ  の  他 

   ５ 閉     会 
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○事務局 

そうしましたら皆さんこんにちは。定刻となりましたのでただ今より高砂市文化

振興審議会を開催させていただきたいと思います。まずオープニングといたしまし

て、恒例の謡曲「高砂」の全員合唱を行いたいと思います。全員ご起立のほどよろ

しくお願いいたします。 

（謡曲「高砂」合唱） 

○事務局 

ありがとうございました。ご着席ください。これより座って失礼をいたします。 

審議会を進行する前に当審議会の公開についてですが、高砂市文化振興審議会の

運営に関する規定に基づき、公開とさせていただいておりますが、本日傍聴希望者

はございません。さて、委員の皆様におかれましては、大変お忙しい中、ご出席賜

りありがとうございます。まずお手元の資料のご確認をしていきたいと思います。 

（資料確認） 

それでは次第により進めさせていただきたいと存じます。 

まず開催にあたりまして、健康文化部長よりご挨拶を申し上げます。 

○事務局 

（部長 あいさつ） 

○事務局 

ありがとうございました。 

それでは審議会規則第５条第２項の規定により、過半数が出席されているため会

議は成立しておりますことをここでご報告いたします。 

それでは次に３の議題のほうにうつりたいと思います。これより議事進行は議長

にお譲りしたいと思います。議長よろしくお願いいたします。 

○議長 

どうも皆さんおはようございます。本当に年度末お忙しいところ、朝からお集ま

りいただきましてどうもありがとうございました。先ほど事務局のほうからござい

ましたように今皆様のお力もあり、あるいは市民の皆様からのご意見もお聞きしな

がら、改訂版の策定に努めてまいりました。いよいよもう今日が恐らく最後の調整

ということになろうかと思います。今日はパブリックコメントのお話を聞いたあと、

また皆様に事前に送付させていただいておりますけども、改訂版案のほうを見てい

ただいて、まだまだ手直ししないといけないところがあれば、ぜひともご意見を賜

りたいというふうに思っております。 

文化行政に関しましては、文化、芸術行政といってもいいかもしれませんが、非

常に観光でございますとか、今後のいわゆる日本の強みであるコンテンツという部

分での発信というところも含めて、非常に注目をされてるところでございます。一

方でこれをどこまで国家が、あるいは政府が後押しをするのかということについて、
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さまざまな疑問もされたりすると、いうところもございます。例えばいわゆるコン

テンツを海外に売り出すということで、肝いりで政府などもやってる事業もござい

ますけども、これに対してもどの程度効果があったのかということを常に問われる

ことになります。これまで文化行政というのはある意味ちょっとマイナーだったと

ころがあったわけですけども、今やそういう意味でいくと、これから本当にある意

味政策の、産業政策といってもいい、そういった政策のメーンストリームに出てく

るということになってまいりますと、いよいよ政策効果はどの程度あったのかとい

ったことも問われるのかなと思います。文化というのは教育でございますとか、ま

ちづくり、そういったものにもすごく密接にかかわるということがようやくご理解

をいただいたところでございますので、これを機会に効果的な、あるいは市民に見

えるようなそういった成果があって、あ、なるほど高砂市はこういった方針まちづ

くり、あるいは文化を基盤としたまちづくり、文化を基盤とした教育、人づくりを

やってるんだということがわかるような、そのような指針になればなというふうに

思っております。皆さんの議論も忌憚のないご意見を賜ればと思いますので、よろ

しくお願いをいたします。 

それでは議題についてでございますけども、先ほど申しましたパブリックコメン

トの結果について、まず事務局のほうからご説明をお願いいたします。 

○事務局 

それではまず資料１のパブリックコメント意見募集の結果についてでございます

が、１ページから７ページに提出された意見の概要とそれに対する考え方、７ペー

ジの下段のほうで、２、意見の提出数をお示しさせていただいております。パブリ

ックコメントは平成２９年１１月２０日から１２月１９日まで実施し、１１人２８

件のご意見をいただきました。この結果につきましては、事前に皆さんに公表案を

送らせていただいておりまして、その後委員の皆様から特にご意見等はございませ

んでしたので、一応この案でホームページで公表をさせていただきたいと考えてお

ります。 

また教育委員会に対し、平成２９年１１月２４日に文化振興基本方針改訂版、素

案に関する意見聴取を行いまして、その後１２月１９日付で異議なしとの回答をい

ただいておりますので、あわせてご報告いたします。 

説明は以上でございます。 

○議長 

ありがとうございました。今ご説明ございました。事前に皆様にお送りした際に

は特にご意見は賜っていないんですけども、今日改めてご覧になられて、ちょっと

このあたりどうなのかとか、ご質問なりご意見があればと思います。 

見ていただいたらわかりますように、ちょっと字句の訂正等は直接反映させてい

ただいておりますけども、それ以外の方針にかかわるようなところに関しては特に
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方針を大きく変えなければならないとか、方向性を考えなきゃいけないような、そ

ういったご指摘はあまりなくって、むしろ具体的な施策の部分に関するご提言とい

いますか、ご提案が結構出てきたなというのはちょっと感じたところではございま

す。 

ある意味しっかり読んでいただいているからこそ、具体的にこういうものがある

んじゃないかというご提案でもあろうかなと思います。今後行政のほうでもこのあ

たりも含めて対応いただけるとは思うんですけども、そのあたりについてでも結構

でございますので、何かご意見があれば、この機会にいただければと思いますがい

かがでございましょうか。 

○委員  

全然意見と違うんですけど。３ページの１番上の野路菊の字が間違ってます。 

○議長 

  えっとどこですかね、３ページの１番上。そうですね、ごめんなさい。すみませ

んかえときます。ありがとうございます。野路菊の「ち」がﾄﾞｳｼﾞの「じ」ですね、

ありがとうございます。 

○委員  

１ページの３番目にある名称どうこうって書いてあるね、芸術推進とか、検討す

るとなっとるけど、これはどういう方向になりそうなんですか。 

○事務局 

これは法律のほうが改正され文化芸術基本法になったのとあわせて文化振興基本

方針とあったものが、法律改正で推進基本計画という名前になったと思うんですけ

ども、この辺につきましては、また議論があったかと思うんですけど、条例改正の

ときもあったと思うんですけども、今の高砂市の基本方針は基本方針という形で１

０年間で計画してますので、一応その１０年計画で進めていきたいというふうに考

えてます。今年度は見直しだったんですけど、次また新たな基本計画を新規につく

るときはこの法改正を受けた形で文化芸術推進基本計画という形で考えないといけ

ないと思うんですけども、それはまた条例のほうの改正ともかかわると思いますの

で、条例の改正とあわせてこの基本計画も議論、検討というのを進めていかないと

いけないかなというふうに思っています。 

○委員 

だから今回はこのままいくということ、そういうことやね。 

○事務局  

今回はこのままです。 

○議長 

  今回はだから第５条の市長は文化振興によるまちづくりに関する施策を総合的か

つ計画的に推進するため文化推進基本方針と、こう書いてますので、これが改定さ
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れるとなかなか、改定しない限りちょっと・・・はできないということで、さっき

言われました条例の改定も含めてという、こういうことになってます。 

○委員 

はい、わかりました。 

○会長 

ありがとうございます。ほかいかがでしょうか、何か。 

○委員 

内容ではないのですが、パブリックコメントの結果についての「市の考え方」の

ところに述べられていることは、文化スポーツ課だけで解決というか意見を書かれ

たのではなくて、観光であるとか、産業振興であるとか、ほかのところもいろんな

部署が関連してると思うんですが、ここに書かれている内容は、関係部署に渡して、

渡してというか提示してその部署から「推進してまいります」とか、「いろんな検

討します」とか、「努力します」とかって書いてあるのですが、その辺りも踏まえ

て書かれてるのか、もしまだ言われてないのであれば、ぜひ言っていただいて、せ

っかくの意見なので反映してもらえたらと思うのですが、如何でしょうか。 

○議長 

いかがでしょうか。 

○事務局 

この回答につきましては、中央公民館の話であったりとか、観光のこととかも

ありますので、そういう部局のほうと話して考えております。 

○議長 

よろしいですか。ほかいかがですか、何か、お気づきのところとか。 

○委員 

１の２番なんですけれども、観光客の誘致につなげることによりって、・・・

課としましては、どのようなことを提案、中で内部の中でいろいろ考えてらっし

ゃるのかなということを、やっぱり聞きたいと思います。なかなかこれ高砂市は

人口が減ってるし、人を呼び込んでっていってもなかなか、いろんな場所がない

とかいろんなことが出てきてると思うんですけれども、その文化スポーツ課とし

ましては、私たちの意見もいろいろ言ってきてるんですけれども、これからどん

なふうに内容ですね、中身を提案しながらそれを実現していく方向にもっていき

たいとお考えなんでしょうか。 

○議長 

どうでしょうか、ちょっとなかなかその担当課だけで答えにくいところもある

ような気はしたんですが、今答えられる範囲で結構でございますので、要するに

過去政策とか云々という話になってくるとちょっと文化振興だけでない部分も、

ただ先ほどちょっと申し上げましたように観光と文化というのは結構今や密接に
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関係ある分野、特にイーマウンドなんか見てもそれぞれ日本の文化を知りたいと

いう体験したいというものも多いということも聞いておりますので、そういった

意味では非常に関係はあるわけなんですけども、もう少し幅広い政策になってく

るとなかなかちょっと担当課だけでは答えにくいところがあるかもしれません。 

○委員 

今の文化振興だけでは難しいということで、例えば１ページの、２ページの遊

休地の問題とか、３ページやったら、私なんか地域におるもんですからウオーキ

ング、これため池なんかをウオーキングやっとるんです。それとあと文化祭とか

いう話もありますよね。そうなったら今委員が言われたように文化スポーツ課だ

けでは難しい部分ですよね。ほかの課もあっていく、そういったことをまとめて

どこがチェックというか、やっていけんのかという、それがないとため池のウオ

ーキングでも結構人が集まるんです、ええと思うんです。しかしここで言うたっ

て難しいことやしね、あれは産業振興課かな、その辺との関連をどうしていくの

か、そこをどうこないしたらええでっていう指導とか、そういうところの、市役

所全体、市の行政全体としてその辺の統括、何かまとめ役みたいな、そこ言うた

らウオーキングにしろ文化祭のセッティングにしろ、全体のことがすっと通じる

か、そういう組織って言うたらオーバーかもしれんけど、そういったものが何か

出ないと、ここだけでぐちぐちやってたいう部分が、ちょっとそんな気がするん

です。 

○議長 

まずパブリックコメントに対する回答として、先ほど委員のご質問ともちょっ

と関係あると思うんですけど、まずそこちょっとお答え、ご回答いただいて、そ

れから委員が言われた総合的な政策的な観点ということについては、むしろよろ

しければ部長からも一言いただければと思いますが、いかがでございましょうか。 

○事務局 

文化振興に関し、文化スポーツ課のほうもいろんな事業をやっておるんですけ

ども、当然文化スポーツ課だけではできないと思いますし、今回この見直しをす

るにあたっていろいろ考えていたときに、・・・自身やっぱりいろんなことがそ

れぞれパブリックコメントに載ってることとかも、ほぼ網羅されてたとは思うん

です。改めて見直ししても、いろんなことが網羅されておるんですけども、やっ

ぱりこれをやっていくにあたっては、今は市のみとか単独ではなかなかできない

と思うんです。やっぱりここでこれからどうしていくんかという、いろんなとこ

ろと連携していかないと前に進んでいかないなと思ったので、この見直しにあた

っても、一応重点項目で連携ということをこれからはそれが必要かなと思って、

重点項目という形であげさせてもらいました。やっぱり今後いろんなことを進め

ていくにあたって、今回のこの中で文化芸術、観光とも連携すると書いてますけ
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ども、それだけじゃなくっていろんな団体とかさまざまなところと連携していか

ないと、ちょっとできないなと思ってるんで、それをこれからちょっと力入れて

何かやっていきたいなというふうには考えて、今回見直しをするにあたっても感

じたことですし、それを行っていきたいなというふうに思っております。 

○議長 

ありがとうございます。事務局、よろしければ。 

○事務局 

市内部の関連でなくて、また３月・・・と言いますか、いろんな団体との連携

とも必要となっておると思います。この基本方針をもとに毎年実施計画ですか、

そちらのほうで担当の部署がどこであるとかいうことも確か表示しながら１年進

めばどれぐらい進捗したかとかいうようなそういう評価もしておりますので、今

後も関係部署、関係団体との連携の中でこの事業を推し進めていくべきであると

考えております。 

○議長 

はい、ありがとうございます。多分事業レベルでは常に委員会でもモニタリン

グをさせていただいておりますので、各課側の関係といったことはよくおわかり

だと思うんですけど、多分委員がおっしゃったり、あるいは委員がおっしゃった

のは、もうちょっと政策方向的な、もう少し幅広いといいますか、もうちょっと

総合的な観点でどうなのかという、多分ご質問で、例えば文化観光戦略本部のよ

うなものがあるとかっていうのがあれば。非常に多分明確、例えばですよ、そう

いうようなものがあれば明確なんだけどっていうこと、そういった組織的なもの

っていうのは、今のところまだ行政内部では考えておられないということですか。 

○事務局 

現在でいうとやっぱり文化スポーツ課が中心となって・・・。 

○議長 

やっぱりちょっと課レベルで調整するのは精いっぱいだということですね。何

かぐいぐい推し進めていくようなそういったものではまだ今のところないと。 

○事務局 

本来はもうちょっと太い道筋を示してということになろうかと思うんですけど

も、ちょっとそこまで申し訳ないですけども、至っていないというような状況で

す。 

○委員 

今も事務局も調整という言葉を使われてたし、事務職は連携という言葉を使わ

れたよね。連絡調整ではなくて、もう一つ上のレベル、そういう組織の中でもう

一つ上のレベルで調整とちゃうな、まとめるというか、そういう組織があったら

もっと具体的に動くんじゃないかなという、理念としてはいいと思うんで。 
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○議長 

そういったご意見があったということで、今後これをなかなか部、課レベルで

はなくって、市長なりあるいはもうちょっと行政の上のほうのレベルでの一つの

決断もいるところでございますので、こういうご意見があったということは、ち

ょっとまた教えていただいてと思います。委員どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員 

関連して２ページの１２番。石の宝殿、観涛処。石の宝殿、観涛処これは国の

史跡指定になっておりますね。文化庁の関係になっている、それでこれから整備

されていく上において、予算なんかも国、県も関係してくると思うんです。そう

いう点で先ほど委員からもいろいろ文化スポーツ課だけではなくということを言

われました。ですから横の連絡もよくとっていただいて、ここに１２番に市の文

化振興基本方針はよくまとまっている、こういうように市民から評価されている

んですけども、その中身についても書いておられるように、広報誌をはじめさま

ざまな媒体を活用し、これで市民がパブリックコメントを寄せられた方が満足で

きるような回答になっているのかどうか、その辺も含めて総合的にこのさい考え

ていただきたいです。非常に大きな課題になってきていると思うんです。その点

よく行政内部で調整をとって、教育委員会と調整をとっていただきたいとこのよ

うに思います。 

○議長 

ありがとうございます。先ほどご指摘ありましたように教育委員会との連携と

いうところは多分これ教育委員会との関与ですね、つまり国の史跡等になってい

る場合における予算の措置などが多分あるんだろうと思う、私もちょっとそこま

では詳しくは中身は見てないんですけども、あるだろうということでございます

ので、そういったところでのかかわり合いで、特にこのパブリックコメント、１

２番のパブリックコメントは、ＰＲというところに注目されていると、この人は

ＰＲって書いてあるんですけども、努めるということだけでいいのかっていうこ

ういうふうなご意見、２つちょっとご意見があったかなと思うんですけども、前

半部分と後半部分についてちょっとご意見、事務局のお考えをお示しいただけれ

ばと思うんですけどいかがですか。 

○事務局 

高砂市の文化資源、石の宝殿、観涛処等々、歴史文化など、非常にその辺は強

みであると思いますし、すばらしい文化がたくさんあるんですけども、それらを

どれだけ市民の方が知っているのか、多分知ってもらわないとまたそれがすばら

しいものってわかってもらえるんですけれど、それも知ってもらうというのが大

事かなということで広報活動は非常に大事だなというふうには思っています。市

の広報誌等はじめ、いろいろＰＲのほうは進めておるんですけど、今広報のほう
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でもこれから広報していくのは大事ということがありまして、１２月に「高砂市

広報戦略」という冊子を新たに策定しまして、今後いろんな広報に努めますって

いうことで、広報課のほうでもそういう活動をしておりますので、当然教育委員

会との調整もそうですし、また広報等とも連携していろんなものを、広報におい

ても文化についてもＰＲをしっかり市民の人に知ってもらいたいなというふうに

思っています。 

○議長 

よろしいでしょうか、ありがとうございます。どうぞ、委員お願いします。 

○委員 

パブリックコメント（意見）の結果の、９番から１４番の「観光とガイド」に

関するところですが１年前から観光交流ビューローが募集した「高砂市観光ボラ

ンテイアガイド」が立ち上がっていますし、一方、約１０年前から「高砂歴史ガ

イドクラブ」が活動しています。又、今年に入って、「石の宝殿研究会」が市民

の手で立ち上がり、石の宝殿の研究やＰＲに力を注ぎたいと１０人ほどが活動を

始めました。 

先日より、上記３グループの有志を対象に文化財課の主催で『高砂市文化観光

ガイド講習会』が開かれています。その中で講師の方から「現在の観光客入り込

み数１００万人を２００万人に予定している」との説明がありましたが、この数

字は市庁舎内で共有している数字ですか？又、そうであれば、具体的に集客のた

めにどの様なイベントなり祭りなどを計画されているかお聞かせ願いたい。現在、

正月の鹿嶋さんや、他の神社への初詣、春の鹿島川、日笠山等の花見、９月の萬

灯祭や向島のナイトイリュージョン、各神社の秋祭りなどが主な集客の柱になっ

ていると思いますが、入り込み数をそれの倍にしようとすれば、現在の工楽邸周

辺の整備や曽根の旧入江家などの改修、生石神社だけではとても無理だと思いま

すが、市になりビューローではどんな事をお考えになっているのかお教え願いた

い。 

○議長 

先ほどおっしゃった２００万人というのは、これはどこのレベルで決められて

るんですか。 

○委員 

石の宝殿ガイド講習会の講師の方から聞きました。 

○議長 

観光入込客数という意味ですかね。 

○委員 

その講習会のときにやりまして。 

○議長 
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むしろあとで情報がおわかりであれば。 

○委員 

そのときに質問すべきやったんやけど、それむちゃくちゃごっつい数字やなと

いうことは言うたんやけど、具体的にどんな形でというのは聞かなんだので。 

○議長 

ちょっともしそのおわかりであれば、ちょっと違う課なのでね、どういうベー

スでつくられたのかがちょっとわからないと思うんですけども、何かもし。当然

おっしゃったように観光入込客数になってまいりますと、観光資源がどうなのか

ってなってくると、ここであげられている石の宝殿ですとか、さまざまないわゆ

る文化資源を活用してということになるはずだと、であれば例えばそういったと

ころについて、どこまで文化スポーツ課がコミットしたのかということにも多分

かかわる話だと思うんですけども、何かそのあたりもし情報があればお願いでき

ますでしょうか。 

○事務局 

先ほどの具体的な数字の目標とかというのはちょっと文化スポーツ課のほうで

は全くちょっと把握してないので、またちょっと持ち帰らせてもらって、調べて

みたいと思います。 

○委員 

ボランテイアガイドとして我々のグループで年間約２，０００人を案内してい

ます。其れが今の体制で倍の要望があっても、とても対応仕切れない。また、年

齢も上がってきますから。それに道路、駐車場、トイレ、休憩所、土産店などの

整備が不可欠と思います。 

実際、現実的な「観光客入り込み数」とその為の計画、対応等を聞かせて欲し

いと思います。 

○委員 

あの今のお話なんですけれど、数字で目標をあげるのは簡単なんですが、その

やっぱり一つ一つの地域の祭り一つにしても、今やっぱりかなり盛んであるとい

うのも地域の方々のものすごい努力、もちろん高砂にいらっしゃるわけでよくご

存じだと思うんですが、一つ祭りをしようと思ったら半年前から男の方々も公民

館に集まって、それこそずっとずっとずっとお世話を、お世話係の方々それから

自治会のほう、それから青年団のほう、大変な人手とか労力とかあっての祭りで

あり、それで他地域から来てくださってる、それもやっぱり安全ということを考

えますとそちらのほうの動員もしなきゃならないとか、また若い子たちがどんど

ん少なくなったりとか帰ってきてくれたにしてもなかなかヤツサもあげる力もな

かなか揃わないとか、地域は地域で非常にいろいろな取り組みの中で悩みも抱え

ながら頑張っておられるわけで、もちろん祭りの募金もどんどんと徴収がありま
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す。その中で数字だけあげるんじゃなくて、それならそれでやはり財政的な負担

面そこの支援というものがないと、やはり大変なものがかかわってくる、それが

負担になってくるのは地域の方々にかかってくると思うんです。そのあたりのこ

ともちょっと考えて発言していただくなり、計画していただくなり、あるとあり

がたいなと思いますけれど。 

○議長 

はい、ありがとうございます。最初私が申し上げたように文化振興というのは

単に文化だけではなくって、まちづくりですとか観光ですとか、そういったもの

に非常に幅広くかかわるというところの観点でまたそうなる以上はやはりそれな

りのご予算措置なども必要ではないかと、このようなご意見だと思うんですけど

も、委員いかがですか。 

○委員 

委員からガイド不足と言われたんですけども、１００万から２００万に増やす

ということは、トイレの不足、それから飲食店もありません。だからいろんなと

ころをもちろん委員が言われたことも大事なんですけれども、その根本になる呼

び込めるためにはその・・・施設というのが必要であるということが、検討課題

として入れていかないと、ただ単に人数を増やしてまちが潤うかっていうとそう

ではないというとこら辺ですね。やっぱりこれ各課の連携というのが、早急に必

要なんではないかなと思います。そこら辺はよろしくお願いしたいと思います。 

○議長 

ありがとうございます。ちょっとなかなか文化振興の枠組みを超えてまちづく

りですとか、観光人口とかの戦略の話も少し出てきてます。副委員長もおっしゃ

ったのは、ある意味まちづくりにかかわる話、お祭りなんかっていうのはまさに

まつりごと、まちづくりにかかる話でございますので、そういった部分に文化と

いうものが非常に密接に関係あるということを改めてちょっとご指摘いただいた

ことかなというふうに思います。そういう意味では事務局のほうから連携調整と

いうことは、事務局レベルの話はできるんだけども、委員なりあるいは委員なん

かもおっしゃったように、もうちょっと戦略的な枠組みというのもあってもいい

のかなというのも意見があったということで、ちょっとまたなかなか一つの課だ

けでできる話じゃないこと、議論が出てきてますけども、文化を基盤、高砂市の

持ってる強みである文化を基盤とした何らかのまちづくりなり、あるいは観光な

りということの可能性があるんじゃないかということが非常に大きく指摘されて

ますということは、このパブリックコメントもそうなんですけども、またもう少

し行政レベル、大きな意味での行政の政策のあり方として、お考えいただければ

というふうに思います。ありがとうございます。 
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ほかいかがでしょうか、何か、ご意見等ございますでしょうか。委員何かいい

ですか。 

○委員 

さっきの人に来てもらうっていうところなんですけど、こないだ竹田城址のあ

る竹田の方とちょっとお話をしたことがありまして、竹田城もすごく人が来るよ

うになりましたねっていうことをちょっとお話ししたときに、まちがつまらなく

なりましたっていう、そういうようなお話をされたのがすごく印象に残りました。

僕も竹田城址っていうのは好きで、もうずっと最初に行ったときって本当に素朴

な感じで、山のぼって本当の山城だなって、絵を描く人で結構あそこで絵を描い

てる方がいらっしゃいまして、僕が最初に行ったときも頂上の天守閣の上で絵を

描いてる方がいらっしゃって、遠くから、東京かどっかから来たっておっしゃっ

てましたけど、いらっしゃったんですねなんていう話をしてたんですけど、聞い

てましたら、人はたくさん来るようになったんだけど、石垣が崩れたとか、大変

なことになって、今見たらちょっとあそこにあがりたくないなっていう気分がす

るんです。何か道もロープはっちゃったりして。昔はああいうことはなくって、

本当の山城のよさっていうのを残してたんですけど、そんなお話をしながら、言

ってたらそういう話題になったんですけど、やっぱり人に来ていただくのは非常

に結構なんだけど、その前に受入体制、有名になって人が来てくれて、お金が落

ちていいなって、そのかわりもともとそこが持っていたよさっていうのが失われ

ていく、町並みのよさっていうのが失われていくっていうのはいかがなものかな

っていうのを、ちょっとその方とお話をして感じましたんで、やはりどういうの

かな、そのあたりも文化、市の文化を発信していく上で、考えていかなければい

けないのではないかというのをちょっと感じました。ちょっと発言させていただ

きました。 

それともう一つなんですけど、これはちょっとお尋ねしてみたいと思うんです

けども、石の宝殿の話が今出ておりました、生石神社。ちょっと前に塩竈と宮崎

の逆鉾ですか、あそこで三奇っていうお話がございました。こないだ市の美術展

をしたときも三奇のパンフレットが出ておったのですけども、あの取り組みはこ

れからどういうふうに発展をさせていかれるおつもりでしょうか。ちょっとお尋

ねしたいと思います。 

○議長 

最初の部分はある意味実際こういうパラドックスはほかでも指摘されていると

ころです。竹田城址もご存じのとおり、私が観光政策の補助金を県のほうで出し

てた委員会やったときに、そのときも竹田城の地元から申請がありまして、その

ときほとんど観光客が来ないと、知られていないと、何とか観光客が来るための、

あのときは確か自販機にカバーをつけると、その要するにカバーといってもです



 

13 

から、当時の雰囲気を壊さないようなカバーをつけて、雰囲気をつくりたいと、

こんな申請をされてたというのが１０年以上前の話ですけども、そんな話があっ

て、そのころはほとんどあまり来られてなかった、知る人ぞ知ると施設だったわ

けですけども、１枚の写真から一気にブレイクしてっていうのはよくご存じのと

おりだと思います。そういう意味で受入体制等々が十分整備されていないまま、

わっと人が来てしまったというのは、おっしゃったとおりだというふうに思いま

す。このあたりは実はパラドックスというのがあって、言われているところでご

ざいまして、これについてはやはり注意しなきゃいけないところだろうというふ

うには思ってますが、まだ高砂の場合は多分それ以前、そこまで人は来てくれて

いない、だから２００万にする、じゃあ２００万にするんだったらそのための体

制はどうなのか、委員がおっしゃったファシリティといいますか、トイレとかの

ファシリティもそうですし、それから受け入れをするための人的資源を提供して

いるボランティアだったり、まちの人への対応をどうなんだというこのあたりの

ご意見は非常に重要なことだろうというふうに思ってます。 

それと先ほど出ました日本三奇ですか、その取り組みについてということなん

ですが、それはいかがでございましょうか。 

○事務局 

日本三奇は、日本三奇観光パートナーシップというものを結んでおりますので、

言われました宮城県塩竈市の四口の神竈と、宮崎県高原町の天之逆鉾と、高砂の

石の宝殿についてはイベント等では、日本三奇観光パートナーシップに基づいて

イベント等でＰＲしていこうというふうに計画もあがっておりまして、以前事業

を行ったこともありますが、それについては今後も継続してやっていく、継続と

なってるんですけども、どうしていくのかというのは事業の見直しをしていくと、

見直しをしながら継続をしていくという方向です。 

○委員 

アスパ高砂で、市の広報の画面見てると、その今の三奇を詳しく画面で説明し

てるね。市の広報でね。それとその最初の観光の増えるの話、例えば熊野古道と

か、山辺のみちは非常に人が増えて、どっちが先か知らんけど、非常に整備され

てた。それはうまくいってる例で、増えてるし、整備がしてると、風情も残して

ると思います。だからああいうふう、どういうふうにしていったらいいのかちょ

っとわかりませんけども、やっぱり風情を残しながら人を増やすという方策がい

るかなと、お金がかかるでしょうけどね、多分。 

○議長 

ありがとうございます。委員先ほどのご質問へのお答えをよろしかったでしょ

うか。その継続するっていうことについて。 

○事務局 
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それと文化スポーツ課ではこないだも美術展始まったんですけども、一応そこ

で観光コーナーとか設けまして、石の宝殿でつくった製品とか、あとちょうど日

本三奇のパンフレットとかもありましたので、展示しましたところ、結構パンフ

レットとか持って帰っておられました。その辺こちらもできる限りＰＲのほうを

進めていきたいなと思っております。 

○委員 

せっかくそういう３つの地区でつながりっていうのがそれをしようっていうの

があるんでしたら、高砂の石の宝殿も、本当に市としても誇れるものだと思いま

すし、竜山石の歴史なんか見てましても、ただそういうの何かうまく発信してい

けたらなとそういうふうに感じましたので、お尋ねしました。よろしくお願いし

ます。 

○議長 

ありがとうございました。ほかいかがでしょうか、いろいろとパブリックコメ

ントのお話を中心にいたしまして、文化を中心とした取り組みということから幅

広く出てまいりました。特にちょっと後半部分は観光ですとかまちづくりといっ

たことへの対応というところですね。委員のほうからは熊野古道のあれは世界遺

産に登録されてる部分ではございますけども、例えば世界遺産だと富士山なんか

今度逆に登山者を制限するという方法もあったりするということで、さまざまな、

先ほどおっしゃったもととなる文化を殺すわけにはいきませんので、ではどうい

うふうにして形でいかしていくのかっていうことについて、文化の側面からも発

信していかないといけないかなというふうに思った次第でございます。 

何かほかによろしいでしょうか、はい、どうぞ。 

○委員 

最近高砂市では宮本武蔵、こないだ米田が生誕地だっていうことで大学の先生

が、学者が調べた結果、間違いないというところまで達してるんですけど、米田

の一部の人が宮本武蔵伊織祭りというのを１０年、もう中止してしまって１０年

あまりになりますかな、残念なことだと思うんです。それはなぜ中止になってし

まったのかと言いましたら、やっぱり予算面、市が全くそれを認めないというよ

うな方向で、少数のメンバーが資金集めで、３０年ほど続けられましたか、残念

ながらその当時の人が高齢化してしまって、活動できないということになって、

今一部文武両道っていうことで、武道なんかが総合体育館でやっておられるんで

すかね。それにみなくなってしまったということで、その宮本武蔵から逸脱して

しまったっていうような感がある。これは残念なことだなと思うんですけれども、

その辺で市の取り組みとして、せっかく学者がいろんなところから研究したら美

作でない米田だということがはっきりしてきてるというそういう事実を踏まえて、
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今後どう取り組んでいくのか、この会議に関係がないのかもわかりませんけれど

も、もしあれば、復活していきたいと思うんです。 

○議長 

もし、何か、私その辺情報知らないので、もしあればお願いできますでしょう

か。 

○事務局 

平成２４年に武藏伊織まつりは終わってたと思うんです。先ほどおっしゃった

ように、武藏伊織祭りということで、武藏伊織剣道大会というのを行っているの

と、あと高砂市施設利用振興財団のほうで、文武両道ということで、剣道大会や

絵画展と書道展をやっております。表彰式もされ、文化的な活動のほう・・・続

けてやってもらっているところだと思います。それと当然市のほうとしても、武

藏より高砂市のゆかりの人物ということで、どんどんそれは広めていきたい、知

ってもらいたいなというふうに思ってますんで、文化スポーツ課としては、高砂

学・活動編ということで、武蔵が残した二天一流の体験教室をしております。そ

の武蔵の体験教室も続けてやっていってますので、講座とかは新聞ではなかなか

取り上げてもらえないですけど、活動編ということで、募集を新聞でも取り上げ

ていただいております。毎年募集記事とか新聞等で出してもらってるので、その

辺で一応こちらも広める形は続けて、継続してやっていきたいなと思ってます。

武藏をより、高砂市ゆかりということは広く市民に知ってもらいたいなというふ

うに思ってます。 

○委員 

それと関連しますけども、ことし発行する東はりま文化子午線に、宮本武蔵伊

織は、高砂の生まれであるということが書かれまして、掲載予定になってます。 

○委員 

子午線っていうのは、・・・。 

○委員 

この間ちょっとお配りいただいた文芸誌ですね。 

○委員 

確かあの方は顕彰会の会長だったですね。 

○委員 

はいそうです。 

○議長 

よろしいでしょうか。 

○委員 

今の関連なんですけど、委員は学者とかが米田生誕で間違いないというような

ことが出てきているからと言われましたが、宮本武蔵が結構有名な美作生まれで
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はなく本当に高砂であるなら、きちんとしたもっともっと力入れて一つの柱とし

ていけると思うんですけど、市の見解というか公式な立場としては宮本武蔵は高

砂生誕だと認めてるのですか。認めてるにしてはあまりやってないと思うし、少

しあやふやで市としては実際はわからないということで、されてないのか、その

辺はいかがですか。 

○事務局 

認めるとかそんなのではないと思います。要は３つ説がありますから、高砂と

美作と太子町と３つありますんで、それはそれぞれいろんな説があって、皆さん

学者同士でいろいろ見解があるんだと思うんですけども、それを別に市が認める

とかそんなんではないかなと思うんですが。 

○委員 

いやだから、市が認めるというか市は諸説はあるが、高砂市は前から宮本武蔵

は高砂市の出身だということできてるのならあまりにもＰＲをされていないので

はと思うのですが。 

○委員 

子午線の文章はね今の３つの説がありますよと、でも高砂ですよという文章で

す、内容はね。それと吉川英治が悪いんですね。ほんとかうそか知らんけども、

高砂に来たらしいですね、取材に。あんまりいい待遇しなかったみたいです高砂

は。うわさではね。それで向こう行って向こうは手厚くもてなしてくれたから、

やっぱり向こうを舞台にしたという説もあるんですね。向こうはやっぱり吉川英

治様々ですから、まちをあげてお金使ってやってます。 

○委員 

その辺がね、高砂市、お金を使うときにはどんっと使ってほしいなと思います

よ、市民として。 

○議長 

逆に言うと美作よりも高砂はいろいろもっと売るものがもっといろいろあるの

で、宮本武蔵だけじゃないところもあるので、それに頼らなくてもできるという

ことも言えるのかもしれません、そこはいろいろとあれなんでしょうね。 

○委員 

今お金言いましたけども、高砂市に文化振興のためのお金とか、文化財保存の

ための予算みたいなね、あるんですか、その管理の分か。 

○事務局 

予算はおいてます。 

○委員 

おいてんの。文化振興の目的、具体的じゃなくてね、文化振興のためとか、文

化財。 
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○事務局 

予算の分配の話であれば、要は文化財保護っていう予算は教育委員会なんです。

それで文化振興にかかわる経費というのはいわゆる文化スポーツ課のほうで予算

をおいて、当然文化振興のためにいろんなイベントを当然うちますから、それの

イベントの経費であるとか、あとそういった高砂でふるさと文化財っていうのを

認定していってるんですけども、そのふるさと文化財は教育委員会が認定をして

そこに文化財の碑を竜山石でつくった碑をつくって、予算を文化スポーツ課でお

いて、そういった碑をつくってＰＲに努めるとか、そういったやりとりを今やっ

ているところです。 

○委員 

ほんでね、今聞いてるのは、だから行政は悪くないわけじゃないんですけども、

何か過去にあったものの維持管理的なことで使う場合が多いわね。今意見が出て

るのは、今あるものの中で、やっぱりこれは大事なもんだと、いう形での新たに

何かこうしていって、それこそ振興するために指定して、そっちをお金を使って

いくというような、そんなようけもろとんやったらそっちも使こて。 

○事務局 

いや、ようけは設けては。 

○委員 

あえて金額は聞きませんけど、あんまり多くないとは思うわ、多分何千万もも

うてないとは思うからね。 

○事務局 

例えば文化会館、文化スポーツ課というのは文化所管ですけど、そういう文化

活動の拠点をおくだけでも年間何千万というような予算はあります。ハードの面

とソフトの面ということでは、ソフトの面はやっぱり何かがあってつぎ込めるで

すけども、具体的じゃないとなかなか予算をつけれないというところで、つかみ

ではなかなかおけないです。 

○議長 

まさにそのつかみの部分がないので、ですから事務事業ベースではここでいつも

モニタリングさせてもらってますので、またその中でこういった部分にもうちょっ

と重点化したほうがいいんじゃないかというご意見を賜りながら、調整していくの

が今のところ行政の進め方です。恐らく委員がおっしゃってるのは例えばどうして

もそうすると翌年まわしになってしまうから、先ほどでいうと一種のつかみで、文

化振興ってもうちょっと大枠の例えば予算がついていて、それがもう少し自由に配

分できるのであれば、非常に機動的な文化振興ができるんじゃないかと、多分こう

いうご意見だと思いますけど、ちょっとこれはなかなか方針として出しにくいので、

先ほど言いました通常この文化振興審議会は事業のモニタリングをしますから、そ
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のときにでもまたご意見いただいて、何かいい方法が考えられたら、そこから出て

いかないかなと思いますけど。 

○委員 

今もご意見が出ましたけれども、現在あるもの、それから昔からの遺跡とかそう

いうもの、こんなものがありますよ、もちろんいいんですが、それこそ東京、銀座

とか大阪、難波なんかもどんどん変わってきてますけれど、海外の方がやってきて、

本当に実際に体験しておもしろいと、何かそういうとこらへんをやっぱりもっとも

っと考えていけたらいいなと、例えば宮本武蔵やったら宮本武蔵になってみようみ

たいな、忍者屋敷的なところ、お店なんかでも本当にどんどん例えば忍者的なお店

だったら、お部屋に行くまでに非常にトリックがあって、お料理なんかも非常に工

夫されていたりとか、また城崎のほうでも浴衣を貸し出して、町並みを歩いてそう

いう体験ができるとか、またどこでしたっけ、陸橋ですか、鉄道、機関車ですか、

トーマスの機関車を走らせて陸橋のところをばっと走ってるのをよくユーチューブ

なんかでも、フェイスブックとかでも見るんですけれど、マニアの方は写真を子ど

も連れで撮りに来られたりとか、何かこう体験してたのしいっていうものがあると、

それをどんどんネットにあげてくださって、やってくださるようなところも、方々

もたくさんいらっしゃいますし、何かそういう体験してたのしいというそういうも

のが高砂にはないのかななんて思ったりもするんですが。どんなもんなんでしょう

か。 

○議長  

確かにこの高砂市のアンケート見ると、体験とか文化活動をしたという人は少な

いっていうのは一つ特徴的なところで、極端に少ないわけでももちろんないんです

けれども、必ずしも多くはないという意味で申し上げてるんですけども、全国的に

見て、別に極端に少ないわけじゃもちろんないんですけどね。 

だから例えばそういう意味ではもうちょっと文化振興の側面からそういう、委員

は観光客のこともおっしゃったんですけど、もうちょっとそういったような体験が

できるような、空間がないのかなと、先ほどの宮本武蔵を売り出すにしても、史跡

がありますというだけではなくって、そういう体験なり何らかの見て、触れて、体

験できてというのが今の観光の一つの流れになってますので、そういうことができ

ないかというこういうご意見かなというふうに思います。 

ちょっとこれはなかなかお答えはすぐには出ないと思いますけれども、多分恐ら

く委員のようなご質問に対してありました、例えば史跡の竜山石でつくってますよ

っていう、これは今やってらっしゃることだと思うんですけども、そういういわば

さっき言った保存であるとか、その場でのこういったものがあるよっていう拠点を

示すだけじゃなくって、もうちょっとアクティブな何か方法はないかという、こう
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いったご意見かと思いますけど、何かもし観光課で、文化振興としてあれば、文化

スポーツ課としてあればお願いします。 

○事務局  

先ほど宮本武蔵の分については、先ほど説明しました高砂学・活動編、宮本武蔵

が残した二天一流の体験教室を文化スポーツ課で実施し、実際体験してもらってお

りますし、やってもらった、体験してもらった方は非常に喜んで帰ってもらってる

んですけども、ただ体験は人数がそんな大勢の人数はできないので、十何人かしか

できてないので、その辺があまり知られてないところなのかなと思っているんです

けれども、こういうところは人数少なくてもどんどん続けていって、知ってもらう

ようなことは継続していくことが大事かなというふうには考えてます。 

○委員 

そうですね、例えば伊賀上野の忍者屋敷もね、あれはしょっちゅう観光客がくる

から継続してできるわけですけれども、宮本武蔵の場合はそういうイベントのとき

に、やる以外に方法はないんかなと思いますよね。 

○議長 

ありがとうございました。ちょっとはい、どうぞ。 

○委員 

先程の宮本武蔵の生誕の件ですけど、高砂市が認めてるというか、高砂市として

生誕であるという考えを持ってるからそこに遺跡がたったということなんですけど、

何か米田の人だけが盛り上げてやってるというイメージが米田以外の人には見えて

市というよりも、米田がその辺でちょっと地域でワァワァじゃないですけど、言う

てるだけみたいな感じが少し見えたので、多分市民全員が宮本武蔵の生誕地が高砂

市やという認識になってないんじゃないかなという意味で、もう少し宮本武蔵生誕

地のＰＲの仕方がないかなということを考えていただきたいなと思いました。 

○議長 

ありがとうございました。大体ご意見、はい。 

○委員 

先ほどふるさと文化財の話が出てましたけど、ふるさと文化財も我々まち歩きし

とったら、ようけふるさと文化財として登録したらええのになというとこがようけ

あるんですが、まだ数本しかたってないって、あれは地元の人が盛り上がって、そ

れの要求をしないと、できないと思うんやけど、こういう制度があるからどんどん

請求してくださいというようなＰＲなんかをもっとしていったら、教育委員会

も・・・こっちからするもんやとわからん。そういうことをもっとＰＲして町中に

はこんな宝があるんやでというのを市民の人に知ってもらえるように、もっと広め

ていけたらいいかなと思います。 

○議長 
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ありがとうございました。ずっとご意見も賜まりますとなかなかパブコメとちょ

っと違うところも結構かなり関連しまして、話が広がってまいりまして、特にかな

り施策の部分についてもご意見もいただきました。やはり施策部分についてはまた

先ほども言いましたように、事業ベースでまたモニタリングをさせていただきます

ので、そのときにもご意見を、特に先ほど委員がおっしゃったような、せっかくあ

るこの制度をどう広げていくのかとか、このあたり非常に重要なご指摘かと思いま

すので、またよろしくお願いしたいと思います。 

ちょっと時間がもうありますので、引き続きまして、この文化基本方針について、

先ほど言いました、これちょっと重要なところでございますので、ご確認をしてい

ただきたいというふうに思います。 

まず事務局のほうで何度かやりとりは、させていただいているとは思うんですけ

ども、今出してる、テーブルの上に置いてあるのが今の出してる最終案ですね。で

ございますので、これについてご説明のほうをお願いをしたいと思います。特に修

正部分を中心にお願いしたいと思います。 

○事務局 

それでは資料３が高砂市文化振興基本方針の改訂版で、資料４は概要版でござい

ます。まず資料３のほうですけども、この改訂版につきましては、パブリックコメ

ントでいただきました意見とそれとまた事務局のほうで修正した部分を含めまして、

その資料で網掛けした部分が変更した箇所でございます。この網掛けの部分を中心

にご説明させていただきます。 

まず改訂版の１ページの趣旨の部分につきましては、パブリックコメントを踏ま

え、指摘があった箇所の文章を網掛け部分を修正をしております。 

２ページをめくっていただきまして、４の設定期間の表現のとこですけども、平

成２５年度から平成３４年度とあったのを平成２５年度から１０年間という表現に

改めました。 

またページをめくっていただきまして、４ページ、第２章高砂市における文化の

現状と課題においてということで、まず１としまして、国の動向について記載をい

たしました。それと２のこれまでの取り組みの部分につきましては、パブリックコ

メントで指摘があった箇所の文章を網掛け部分を修正しております。それと３の文

化を取り巻く課題につきましては、前回素案のほうにつきましては意見を箇条書き

で記載していたんですけども、課題のとらえ方につきましては人それぞれ違いもあ

るというご意見もいただきまして、個別の意見については記載せずに市民アンケー

ト等で指摘がされているという形で表現をさせていただいております。市民アンケ

ートにつきましては、巻末の資料編で抜粋と結果の総括のほうを掲載しまして、こ

れを参照していただくという形に直しております。またこの課題につきましては、
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引き続き変わらず課題１から課題５の５つの課題があるというふうに認識はしてお

ります。課題１の文言については一部修正をかけました。 

６ページ、７ページの基本理念につきましては、条例に沿うものとして修正のほ

うはございません。 

ページめくっていただきまして８ページ、９ページで取り組みという送りがなの

表記のほうの指摘があった部分を直しております。それと９ページの下の重点項目、

他分野との連携の文章のところ修正をいたしました。 

次１３ページでございますが、主な取り組みの注釈の部分につきまして、主な取

り組みのうち点々で囲っている部分、市以外の事業としていたものを市主催以外の

事業に表現のほうを直しました。またその施策１の文章の中で、伝統文化だけでは

ないということで、伝統文化等というふうに等を追加をいたしました。 

ページめくっていただきまして、１７ページの２の２の９の部分です。郷土料理

や地元の食材の前に高砂にくてん、高砂あなご等の明記の文言を加えました。また、

以前は承継とだけしか書いてなかったんですけども、そこのあとに活用も加えまし

た。 

１９ページにつきましては、活動をよりわかりやすく文化活動という表現に修正

をいたしました。それと１９ページのこちらのほうには載ってないんですが、今の

現行の基本方針で３の１の１ということで、鑑賞、創造、発表への主体的な場とい

うことで、市民の参加という記述があったんですが、ここは市の施策ではなく、進

捗管理も困難であったために、削除をいたしました。３の１の８ですけども、企業

主催行事だけではないということで、企業等と団体主体行事などもあるために、企

業のあとに等を加えました。あと全体的に余白部分に写真、新しく写真を掲載のほ

うをいたしました。 

３１ページ以降の資料編のうち、３８ページに諮問書と、本日審議していただき

ます答申案を掲載をいたしております。 

４０ページには基本方針の改訂の経緯、４１ページに高砂市の文化施策等のあゆ

みを書いております。４２ページからがアンケートの抜粋について掲載しておりま

すが、アンケート項目にあたるのは市の条例、市の行事についての質問については

削除をしております。 

４９ページ、５０ページでアンケートの調査結果の概要をつけ加えるということ

にいたしました。 

続きまして資料４で改訂版の概要版をご覧いただきたいと思います。基本方針改

訂版の概要版を作成することにいたしました。内容につきましては、趣旨、目的、

位置づけ、設定期間を、次のページで基本理念と基本目標、それと基本目標の重点

項目を記載しております。それと次のページで基本目標、基本施策、施策の方向の
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体系図を掲載しております。次のページに基本目標のイメージ図それと文化振興の

担い手のイメージ図、それと基本方針の推進について記載をしております。 

このたび基本方針の改訂版につきましては、このたびは見直しのために以前はカ

ラーでつくっておりましたが、白黒のＡ４版で作成しまして、概要版につきまして

はＡ３の二つ折りの色紙で作成する予定にしております。 

資料の２のほう戻っていただきまして、資料２の答申書の案をお願いいたします。

これは改訂版の答申書の文章案でございます。平成２９年８月３１日付高諮第１１

号で諮問のあった高砂市文化振興基本方針について、当審議会において、アンケー

ト調査及び市民の意見等を踏まえ、さまざまな立場の委員による視点で議論を重ね

てきた結果、別添基本方針（改訂版）（案）をまとめましたので、ここに答申いた

します。基本方針の見直しにあたっては、重点項目を設定し、主な取組を明記する

など、より実効性のあるものとしました。なお、この答申に基づき、引き続き「文

化を大切にし、ふるさとを愛する人が集うまち高砂」の実現に向け、文化振興によ

るまちづくりに関する施策を着実に推進されることを要望しますというふうにして

おります。 

説明については以上でございます。 

○議長 

ありがとうございました。３つの資料を使ってのご説明でございましたので、ど

こからでもいいんですが、まずはこの改訂版の基本方針のところですね、これにつ

いて修正箇所を特にご説明いただいたわけでございますけども、そのあたりでのご

質問それからそれ以外でももうちょっとこのあたりも強調したらいいんじゃないか

とか、そういったところがあれば、ご指摘いただければと思います。いかがでござ

いましょうか。まずちょっとこの本編ですね、こちらについて、ご意見を賜りたい

と思います。いかがでございましょう。お気づきのところどこでも結構でございま

すので。 

○委員 

質問はどこでもよかったですね。アンケートの表、例えば３の４の表なんですけ

ど、この応答数、度数それからパーセント、それからケースのパーセントってある

んですけど、これ度数とかいうのは専門用語じゃないんですか。他に応答数とか。 

○議長 

そうですね、何かもし説明が必要であればどっか説明を入れときましょうか。 

○委員 

説明というか、応募者数とかわかりやすい言葉に変えた方が良いのではないので

すか。 

○議長 

もしあれだったら回答数とかでもいいかもしれませんね。 
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○委員 

また、何か度数というのはどういう意味なのか、パーセントとかも 100.0％と

204.2％とあり、わかりにくいです。 

○議長 

統計用語であることは間違いないんですが、度数っていうのは。 

○委員 

あとケースのパーセントのケースという言葉もどういう意味なんだというふうに

思い、ちょっと素人ではわかりにくいかなと思います。 

○議長 

要は度数というのは回答数ですね、特に複数回答ＭＡっていうのは複数回答なん

ですね、マルチアンサーなので。複数回答ですと回答者４７７人の方が例えば複数

答えた場合、ですから例えば先ほど見ていただいた４２ページの表の３の４でいき

ますと、４７７人の方が９６８件の回答を出していると、つまりお一人大体２件ぐ

らい回答しましたよということだと思うんです。その応答数のパーセントというの

は９６８件に対しての比率です。それからケースのパーセントは４７７人に対する

比率ということになります。ですから、確かにぱっと見た目はわかりにくいという

ことであれば、ちょっとどこかで説明を入れるような形でしたいと思います。確か

報告書のほうは多分説明が入ってたと思うので、その文をちょっと抜粋、少し引き

抜いてどこかに入れていただければと思います。注のほうでもいいと思うんで。 

○委員 

調査結果の総括に関してですけれども、アンケート調査結果の総括のほうにこの

３の４の表に書いてあるんですが、重要ではなく回答者は６０．０％占めてると思

います。ケースのパーセントで入れ込んでいるんですね。そうするとなかなか１０

０％ではこちらのほうの頭っていうのは判断しやすいので、ここのとこのパーセン

トの出し方ですね、１００％の与え方をしたほうがいいんじゃないかなと思うんで

すけれども、その点に関してはいかがでしょうか。私たちがわからないのは私た

ち・・・わかりにくいということなんですが。２００％だから倍の計算なんですけ

ども、その辺がちょっと。 

○議長 

だからこれ、変な話なんですけど、鑑賞した文化芸術がないというのは、１点し

か回答がないわけなんです。つまり鑑賞した方は２件、３件答えを出したとしても、

ですからそこら辺ちょっとそれを想定しての出し方はしてるんですけどね。 

○委員 

鑑賞された方の数にあわせての％のほうが、何か・・・思うんですけど。 

○議長 
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ちょっとそこは修正を少し、それで事務局に確認をして、修正させていただきま

す。ありがとうございます、ほかいかがでしょう何かご質問とかご意見とかお気づ

きの点とか。ちょっと事務局のほうからあえてなくしましたよっていう基本的には

なくすことよりもむしろ加筆が多いんですけども、あえてなくしましたよというこ

ういうちょっとご指摘があったのが１９ページのところでございまして、施策例の

表のとこです。もし前のこれをお持ちの方はちょっとこれの１７ページを見ていた

だきたいんですが、もし前の当初のやつをお持ちの場合は１７ページを見ていただ

きたいんですが、これが同じところなんです。１７ページのところが施策例で同じ

部分になるんですけども、これは文化を基盤に市民、団体、市との連携という部分

で、施策の方向性としては活動発表の場などの拡充ということになります。先ほど

ご説明がありましたように、行政としてはこういう場をつくることは、もちろん行

政としての役割があるんですけども、いわば１番にあったのが、鑑賞、創造、発表

への主体的な参加というのがあったんです。これを外しましたっていうのが先ほど

のご説明だったわけです。これについて私は確かに行政の立場からすると、主体的

な参加をどう促進するための、だけどモニタリングが必要になってきますから、政

策として強制的に参加させるわけにいきませんので、いきませんので、そうすると

具体的にこれ何ができるのか、主体的に参加する方法って何ができるのかっていう

と、なかなか実は難しい、特に民間がやってるものに対して補助を出すということ

も限界がございますので、なかなか難しいところがあると、場所をつくることは行

政として補助などの可能性は十分あるんですけども、この人の行動をコントロール

っていうのはなかなか、今実はそれがコントロールできるよっていうのが、今ノー

ベル賞とった経済学賞とったような議論ですけど、それはちょっと今別の話として

考えられるんですけども、なかなか実際には難しいだろうということで、これは外

しますというのが事務局のご提案だったんですけど、これについて、特に今日ここ

にお集まりの方々はむしろそういった主体的な参加を促進したい側だというふうに

思いますから、ちょっとこれについてご意見賜りたいなというのが少し私としても

あります。行政なんかを研究する立場からすると、先ほど事務局がおっしゃってい

ただいたような、なかなか政策として打ち出すと具体的に何ができるのか、事業レ

ベルで何ができるかってなかなか難しいと、いうことで外したいという気持ちはわ

かるんですが、ちょっと今日お越しの皆様方はむしろこういう鑑賞、創造、発表へ

の場への主体的な参加、市民の参加を促進したい側だろうというふうに思いますの

で、ちょっとこれを外すことについてなかなかご抵抗もあるのかなとちょっと思い

まして、意見を聞きたいというふうにちょっと思ってたんですが、いかがでござい

ましょうか。特に副委員長の意見をちょっと聞きたいなと思ってたんですけども。 

○委員 
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ちょっとレベルが違うかもわかりませんが、公民館で今コンサート活動を始めさ

せていただいておりまして、無料でということで、入場人数なんかも限られており

ますので、整理券も発行しまして、整理券をとりにきていただいて、満席という形

で、打ちどめという。あとで問い合わせのあった方もお断りする状態でやったやっ

たと喜んでいたんですが、実際に当日あけてみますと、席がたくさんあいてるとい

う状態。今度４月にする際には、それこそ名前も書いていただいて、チケット番号

と名前と連絡先を書いていただいて、来れなくなった場合には返却してくださいと

いう文章も添えて、納得の方は整理券をお渡しするという形をとらないといけない

なとか、その動員ということでは非常に難しいなというのも実際に感じているとこ

ろでございます。そのあたりも本当にどうしていったらいいのかなと教えていただ

きたいような気がするんですけれど。 

○議長  

確かに恐らくおっしゃったように、それぞれの団体がさまざまに主体的参加する

場をつくったとしても、実際に参加に至るようなものっていうのはなかなか具体的

にどうすればいいかというアドバイスなどはなかなか得にくくて、勝手にやってい

るってちょっと表現は悪いんですが、それぞれが皆さんお考えになってやってらっ

しゃると、そのあたりをアドバイスをいただいたりということがあると、もう少し

参加が増えるんじゃないかなと、多分そういうようなご意見かなとは思うんですけ

ども、いかがでしょうか、何かほかにもちょっとご意見があれば。 

○委員 

結構チラシもまかしていただいたり、市のほうもご協力くださったり、いろんな

ところに置いていただいて、ＰＲは広報にも載せていただいたり、ＰＲのほうはし

ていただいているんですけれど、そこらあたりですね、市民参加、市民側の動きが

どうであるのかなというのは。 

○議長 

実は、それも行政の側も感じたので、だからこれなかなか施策にかけないという

ことで外したというのが、まさにおっしゃられるところなんですけどね。 

ただこれ方針から抜いて、これは具体例なんで別にこれが載ってないからいらな

いということではもちろんないんですけども、載ってると何かやったのかっていう

ことを問われると、いうこういう議論になってまいります。ですからそういう意味

では、これは例なので外すこと自身にものすごく不利になるというわけではもちろ

んないんですけども、先ほど言ったように皆さん、そのあたりでご苦労されてると

ころもあるのかなと思ったもんですから、ちょっとご意見を思ったもんですから、

私だけではちょっとなかなか判断できんなと思ったもんですから。 

○委員 
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でもこれって大事ですよね。主体的な創造発表の場の展開だけでは果たして市民

が本当に主体的に活動し、参加していく意欲を持っている市民をつくるというとこ

ろにはいかないと思うので、やっぱり何かちょっと文言を挟み込んだほうがいいよ

うにも思います。 

○事務局 

イベントをうつにあたっては、当然、よく集客が見込めない場合は積極的な広報

活動をしなさいよというのが、原則的な話になるんですけども、市としての役割と

しては、当然、今副委員長から言われたように、市のホームページ、広報誌それと

公式フェイスブックっていうものもあります。そういう形で事前に情報さえ提供し

ていただければ事務局のほうとしては、その事業を市民に周知するという形は、と

れなくはないので、そういったいろんな媒体を活用するということであれば、マス

コミを利用したりとかっていうところもありますので、早目に情報をいただければ、

そういった形で積極的なイベントの周知は可能だということになってきます。また

情報をいただければ協力させていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長 

ありがとうございます。具体的な対応策というのは先ほどおっしゃっていただい

たとおりだと思います。 

○委員 

そのぐらいでいいと思うんですけど。文章を加える必要はないと思うんです。 

○議長 

ないんじゃないかと、これで大丈夫だと。実際具体的なレベルをちゃんとやって

くれてるということですね。 

○委員 

だってここの皆さん、その気でやってるわけですから。それはわざわざうたわ

なくても協力してもらえるわけだし、と思うんですけどね。 

○議長 

大丈夫ですか。わかりました、ありがとうございます。ほかいかがでしょうか、

もしなければ、先ほど委員がおっしゃったように本来国が、行政が先ほど言った

バックアップはしていただくことが間違いなければ特に政策では書かなくても大

丈夫かなというこういうご意見でございますけれども、よろしいでしょうか。委

員はちょっと書いといたほうがいいんじゃないのっていうこういうご意見もある

んですけど。 

○委員 

それは構わないんですけれども、話からもよくわかるんですけれども、でも情

報さえもらったら協力するでっていうのは市の方針がっていうのはまたちょっと

これなってくると違うだろって、これを省略するために、すみません、市民の要



 

27 

望にこたえながらやっぱしそれは情報もらって初めてするんではなしに、そうい

う場の委員たちもいろいろ頑張って自分たちがやっていこうって、やられている

中で、いかにそれを相談に乗りながらやっていくかというと今、やはり主体的な

ものって誰だって、市が主体的な部分になるのかってなってくるとちょっと意味

合いが違うんじゃないかなと思うんですけれども。ちょっとこれ難しい問題なの

で、委員長どうですか。 

○委員 

以前は市ですか、文化会館ですか、主催という形で若い演奏家を育てるコンサ

ートなどもしてくださってたんです。もちろん予算のいることですから、それも

できなくなったのかなというふうに感じている次第なんですけれども、できれば

文化、芸術を盛んにしようとする高砂市であるならば、若い子を育てるという言

葉も何回も出てきてますので、年に１回ぐらいはそういうコンサートづくりを本

当にしてほしいなと、それこそ美術展のところで演奏させていただくだけじゃな

くて、ごく限られた人だけになってしまいますので、結構若い子が育ってますの

で、そういうコンサートを市が主催となって、やっていただきたいなと思います。 

○議長 

そのあたりは実際には施策の方向性の中に一応書いてはあるので、いわゆ

る・・・多分おっしゃったとおりでいいと思うんですけども、要するに施策の中

で自主的な参加というもの、施策的にはなかなかつけにくいということなんで、

そこはさっきもう委員がおっしゃっていただいたように、市がバックアップする

ということは、間違いなければ我々はちゃんと自主的にやるよということを言っ

ていただければ、これは外してもいいのかなと思います。ただ、委員がおっしゃ

ったように、その市民の主体性というのはどこかに書いてほしいなというところ

があるというのであれば、基本政策の３の文章、本文のところですね、本文中に、

実は市民団体等の文化活動に関してはその自主性や創造性、多様性を尊重しなが

らと書いてあって、その自主性のところに主体という部分をちょっと込めてはい

るんですけども、例えば団体等が主催すると、あるいは主体的に行う文化活動に

関してはとかね、何かそういうふうな文言をちょっと入れることで市民たちが主

体的にやるんだよという部分を補強するということは可能かなと思うんですけど、

そうすれば施策例に載せなくても主体的に参加してねっていうことが出てくるか

なと思うので、もしそういうような文言の調整でよければ、文言の調整で委員の

ある程度ご意見が反映できるのであれば、・・・させていただければと思うんで

すけど、よろしいですかね。ちょっとレビューよろしいですか。その上の部分ね、

施策の３の第２パラグラフのところで、表現すれば、恐らく施策例に載せなくて

もいいんじゃないかなと思いますので、そこら辺の調整をちょっとお願いできま

すでしょうか。ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。 
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ちょっとごめんなさい、この部分ちょっと気になってたので皆さんのご意見を

あえてお伺いいたしましたが、ほかにもしお気づきのところとかあればご指摘を

お願いいたします。 

○事務局 

一応ある程度見て細かい部分を直すのは載せていってたんですけど、１３ペー

ジのところで、伝統文化等というふうに等を追加はしてたんですが、ちょっと施

策の方向１は、伝統文化などと、平仮名になってますので、これ全部平仮名に直

そうかなと。 

○議長 

それはもう直しておいていただけますか。なるべく書き方の統一性だけはお願

いいたします。１３ページですね。施策の方向１のタイトルのところは伝統文化

などになっていて、丸ぽつのところですね、地域の歴史に関する講座の実施や伝

統文化等になってるんで、ここはなどという形で統一したいということです。こ

こら辺は文言のところはお願いします。 

○事務局 

それと４８ページの文言のところでグラフを入れ込んでいますけど、ここは鹿

島神社、多分これやまどりだったと思うんで修正します。 

○議長 

どこですか。 

○事務局 

かしま神社の嶋が島に。 

○議長 

そうですね。すみません。ちょっとこの字はね、字の調整はお願いいたします。

これは私のほうのミスですね。ありがとうございます。 

○委員 

鹿嶋神社の古い鳥居には山のない「島」が使われています。 

因みに、鹿島中学校、鹿島川、鹿島扇平自然公園もこの「島」です。 

聞くところによると、北山の鹿島神社との差別化を明確にするため、いつの頃

からか山鳥の「嶋」を使う様になったと聞きました。 

○議長 

これは多分やまどりのほうだと思います。おっしゃるとおりです、すみません、

ありがとうございます。ほかよろしいでしょうか。何かご意見。 

○委員 

今後の検討課題ということで、できれば市の方に調査いただきたいんですけれ

ども、パブリックコメントの１７番にも若者文化にもっと着目しというような項

目がございますけれども、実は高砂を舞台にした「よつばと」という漫画がござ
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いまして、ご承知でございますか。結構漫画の中に高砂の景色が、高砂神社であ

ったり、高砂高校であったり、それが結構ちりばめられてるんです。実際には高

砂だけではなくて、東京の練馬とかと半々にごちゃごちゃにどこの市だか、架空

の市がベースなんですけれども、そこで暮らす５才ぐらいの女の子が、元気に過

ごしていくっていう非常に良質な漫画で、２、３年前に手塚治虫の漫画大賞とい

うのも受賞してて、何百万部も売れてる有名な漫画なんですけれども、インター

ネットで例えば「よつばと、高砂」と検索していただくと、その舞台になった、

絵になった、漫画の絵の舞台になった舞台を聖地巡礼みたいな形で若い人が回っ

ているようなので、ホームページなんかでは結構あるんです。実は高砂の商工会

議所からその「よつばと」の作者さんの所属するアスキーメディアワークスとい

う会社にアプローチを試みたことがあるんですけれども、なかなかガードがかた

くて、行政のほうから１度これいいなと思われたらアプローチの方法を考えてい

ただいて、「よつばと」というのは実は若者に非常に人気があるものですから、

今後の市の観光資源といいますか、あるいは作者さんが高砂ゆかりの方でござい

ますので、そういうことで何か今後の観光、漫画も最近は文化といわれてますの

で、文化に役立てないかなということで、ちょっとご研究をお願いしたいので、

よろしくお願いいたします。 

○議長 

いかがですか、ちょっと私もそのタイトルは聞いたことがあるんですが中身は

よくわかってなかったんですが。 

○事務局 

新聞等でこちらも把握してましたし、手塚治虫文化賞大賞をとったときにもい

ろいろ検討したんですけど、なかなかどうしたらいいものかなというのはこちら

も迷っているところです。 

○議長 

先ほどおっしゃったその聖地巡礼というか、いわゆる若い人たちが舞台となっ

たところをまわってくる、特に最近だと君の名はかな、アニメになりました、あ

あいうので、聖地巡礼先というのはすごく観光の一つのブームになっているとい

う確かにそういった部分はあるので、なかなかこれを行政がどこまでバックアッ

プできるかというのはちょっと難しいところはあるわけですけども、もしその作

者の方がゆかりの方であれば、何らかのアプローチはできるんじゃないかとこう

いうふうなご提案かと思うんですけどね。 

○委員 

多分作者の方は今は高砂出身で東京にいらっしゃると思うので、弟さんかお兄

さんかが小松原で保険代理店されていると。 

○議長 
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そうですか、詳しいですね。 

○事務局 

どう接触できるのかなと。 

○委員 

出版社経由でアプローチしないといけないと思うんですけど、商工会議所から

のアプローチではなかなか戸をひらいてくれなくて。 

○事務局 

全くのシャットアウトな状態ですか。 

○委員 

それに近いですね。 

○議長 

アプローチの仕方で、例えばよくわかんないんですが、例えば加古川市なんか

加古川観光大使に任命したいんですがってことでアプローチするわけですよ、あ

そこは。何かそういうふうなアプローチの仕方があれば、何かできるかなとは思

うんですけどもなかなかお話させてくださいでは、多分おっしゃったように難し

いと思うので、何らかの理由がないと行政でも証拠がいると難しいかなと思うん

ですけどね。 

○委員 

「よつばと」１度ご覧いただいてからで、もちろん結構なんですけど、神戸市

の長田区なんかが鉄人２８号とか三国志とかで漫画でまちを盛り上げるようなこ

とをやっておりますので、高砂も「よつばと」は、いい素材になるんじゃないか

なと。 

○委員 

高砂市の人は見たらわかるような。 

○委員 

わかります。高砂の人が見たら、これあそこやってわかるような漫画ですので。 

○委員 

「よつばと」ってどんな字。 

○委員 

平仮名です 

○委員 

よつば。 

○委員 

よつばと。と、というのは一緒にという意味で、よつばちゃんっていう女の子

がいましてね、それとという意味で「よつばと」 

○議長 
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そういうタイトルです。 

○委員 

「よつばと」というタイトルです。 

○委員 

「よつばと」ふーん。 

○委員 

それで高砂との関連を調べようと思ったら、「よつばと」スペース高砂ぐらい

で検索してもらうと。 

○事務局 

高砂生まれなんですかね。 

○委員 

そうだと思いますけどね。 

○委員 

生まれは荒井ちゃうかな。小松原。 

○委員 

会議所のほうで散策マップをつくったりしようと思ったんですけども、なかな

か先方のガードがかたくてできなくて、あとは会議所でやろうと思って、ちょっ

とこれも頓挫したのは、小学生さんなんかが通る通学路に飛び出し坊やっていう

のがありますでしょう。あれを「よつばと」の絵にしたらどうとかいうようなこ

とで、話が進んでちょっと頓挫したこともあるんですけれども。 

○議長 

何かきっかけがないと難しいと思う。何かやはりそこはちょっと考えてもらわ

ないと、先ほど申し上げましたような観光大使とかっていう制度があれば、そう

いうものを使うとか、それから例えば高砂市の今、キャラクターに採用したいと

か、そういうことがあれば、お金が動くことじゃないと多分動かないですよね、

残念ながらね。今のあれは。 

○事務局 

いろんな側面からちょっと検討しながら進めてはいきたいなと思います。 

○委員 

すみません、よろしくお願いいたします。 

○議長 

ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。何かご意見等ございますか、

なかなか最近のいわゆるポップカルチャーといいますか、その部分についても少

し注目をされたなということだと思いますけれども。ほかいかがでしょうか。何

かございますでしょうか。 
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そうしますと、大体今今日改訂版のご指摘があった事項について、特に字句の

修正とそれから実際の今行っていることをかなり加筆するという形で進めさせて

いただいているわけでございます。内容的には大きな変更はありません。これは

もともと１０年間当初想定してましたので、５年目の見直しというのはあくまで

もその情勢の変化ですとか、社会情勢の変化ですとか、どうしてもこれはつけ加

えておかなくちゃいけないことがあればということだったわけですが、皆さんと

ご議論させていただいて、この方針をつくったときからまちづくりであったりだ

とか、観光であったりといった、今国のほうも進めているような施策をかなり先

取りしてたという側面がございます。ですので基本方針そのものについては大き

な見直しはしてないわけですけども、特にこの場でかなりご意見いただいたのが、

現実行われていることがこれだけあるよっていうことをかなり言われましたので、

そういったものはかなり加えさせていただいているということでございます。そ

れから少し幅を持たせてるという部分はございます。今日もまた委員のほうから

新たな素材もあるよということでご提案もいただきましたけども、ここら辺は載

せるとこ今あるかなと思ってずっと見てたんですけど、なかなかちょっとない、

今のとこないみたいですけども、今後考えていただければというふうに思います。 

ほかいかがでしょうか。何か。よろしいでしょうか。 

そうしますとこのあたり、もしこれについてご意見がなければ、あと、それか

ら概要版ですけども、これも特に基本的には目標と考えたことを載せるというこ

とでございますけども、よろしいでしょうか。ここは特に大きな変更がなければ

それでいきたいと思いますが。 

これＡ３のカラー刷りなんですか。 

○事務局 

そうです。 

○議長 

こちらはＡ３のカラー刷りのふたつ折りになるわけね。こういう形で出して。 

○事務局 

こんな形にしたいなとは思ってます。 

○議長 

こんな形ということね。これは白表紙でという形になるわけですね。前はちょ

っとカラー刷りになって、写真も白黒なんですね、そうすると。前はちょっとカ

ラーでつくってもらったんですけども。予算の関係もございますので。あと答申

案でございますけども、答申書のほうもおまとめいただきました。これは経緯を

かいしていただいて、先ほど言いましたように大きな変更はないので、そういっ

たことは書かずに重点項目を設定するなど、明記するなどという形で修正点を具

体的に書かしていただいているということになります。よろしければこのあたり
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で。よろしいでしょうか、特になければこの答申書の案もこのとおりでさせてい

ただいて、それから改訂版、それから改訂版の概要版でございますけども、これ

についても一部訂正はございますけども、基本的にはご提案どおりさせていただ

きたいと思います。先ほどちょっとご指摘のあったアンケートの部分でございま

すとか、それから１９ページの一部加筆等については事務局と私のほうで最終的

に確認をさせていただくということでよろしいでしょうか。ありがとうございま

した。 

○委員 

これ日付はいつ。 

○議長 

日付はいつなんですかね。 

○事務局 

日付は答申の提出日になります。 

○議長 

提出日ということ。 

○事務局 

提出日になると思います。 

○議長 

答申提出日については、まだちょっと決まってないんですね。今議会が始まっ

ちゃってますので、なかなか市長のご都合等調整していかなきゃいけないんです

けども、答申の提出は次のスケジュールもちょっとあるんですけども、これは会

長、委員で、それとも全員で、何かそれは特にございますか。 

○事務局 

なかなか全員とは日程調整が難しいかと思いますので。 

○議長 

もう会長一任でよろしいですか、そのあたりについては。そしたらちょっと日

程調整は私と委員ご同席いただければ、委員もご同席いただいて、会長、委員で

市長とちょっと調整させていただいて、その日が日付になるということでよろし

い、委員よろしいですか。はい、ではすみません、いろいろと長時間にわたりま

してご審議いただきましてどうもありがとうございました。皆様のおかげをもち

まして、基本方針の改訂ということが何とか期限内で終わる、８月からちょっと

本当に短い期間で大丈夫かなと思いながらも、事務局も大変いろいろとご調整い

ただきまして、どうもありがとうございました。 

以上で今日の主なところは終わったわけなんですけども、最後その他でござい

ますけども、ご説明のほうお願いできますでしょうか。 

○事務局 
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そしたら今後の分につきましてはまた答申を、市長と日程調整しまして、また

会長、委員で連絡をとって・・・思っております。まとまりましたらまたこちら

で印刷の作業のほうに事務局のほうで取りまとめさせていただきます。 

○議長 

先ほど言いましたように答申の出し方については、私と副会長で調整させてい

ただくということでさしていただきます。それでは答申日につきましても先ほど

ご説明のあったとおりでございますので、それ以外何かほかに何かご質問があれ

ば、よろしいでしょうか、じゃあ今日の予定の議事は全て終了ということでござ

いますので、いったん進行のほうを事務局のほうにお返しいたします。 

○事務局 

本日は大変熱心なご審議ありがとうございました。閉会にあたりまして、副会

長からご挨拶をよろしくお願いします。 

○副会長 

（副会長 あいさつ） 

○事務局 

それではこれにて閉会いたします。皆さんお疲れさまでした。 

 

 

（午前１１時４２分 閉会） 

 


